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「環境の把握」と「身体の動き」

に関連した事例 

目や手の動きがぎこちなく、板書
の写しや聞き取りのメモ書きに時間
がかかる生徒に対して 

視覚や聴覚による情報処理がスムー
ズにできるように、眼球の動きをコン
トロールしたり、短文の聞き取り（ワ
ーキングメモリ）をトレーニングした
りする例があります。 

【投げかけ①】 
このペンの動きに合わせ

て眼球を動かしてみよう。 
  

【投げかけ②】 
２つの短文を続けて聞

きます。途中に動物の単
語が出たら両手をポンと
叩き、聞き終えたら各文
の最初の単語を答えてみ

 

「去年の冬に森の中で
サルに出会いました。」 
「赤いサルは魔法の杖
をもっていました。」 

 
＜参考資料＞ 
・「ビジョントレーニング（北出勝也著 図書文化）」 
・「コグトレ～認知機能強化トレーニング（宮口幸治著 三輪書店）」 


